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技術開発本部　信頼性評価部 勤続 11 年

アクティブリヤウィング製品の作動耐久試験における
頻発停止低減による一時停止期間 「 ゼロ 」 への挑戦！
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ＱＣサークル紹介
発 表 形 式

プロジェクタ

本 部 登 録 番 号 1-1481 サ ー ク ル 結 成 年 月

テ ー マ 暦 １回あたりの 会合 時間

本 テ ー マ の 活 動 期 間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

発 表 者 の 所 属

2024　年　2　月　～　2024　年　12　月

 本テーマで　3　件目  社外発表　1　件目

私たちは、車体製品の信頼性を評価する部隊です。

信頼性評価とは製品の機能と性能を確認することで、

使命として、世界中の環境を模した試験を行い、設備や技術を駆使し、

「製品の安心・安全・快適」を確かめる仕事を行っています。

カムカムイーブイカムカムイーV

弊社アイシンは、愛知県刈谷市に本社を置き、

経営理念に『”移動“に感動を、未来に笑顔を。』を掲げており、

世界中の幅広い自動車部品とエネルギー関連製品を手掛ける企業です。

世界194社の拠点を持ち、さまざまなお客様のニーズを支える

グローバルサプライヤーとして事業を展開しています。

部紹介です。

私たちの部門は、刈谷本社に拠点を置き、

車体製品の研究・開発・試験を担い、

スローガンとして、『全てのお客様に、安心、快適な乗り降りを！』

を掲げています。

車体製品の紹介です。

車体製品として、

スライドドア、サンルーフ、ハンドル類、EVや空力関連など、

約60種の製品を扱っています。

製品開発での私たちの役割は、

製品の妥当性を見極め、間違い・嘘偽りがない評価結果を設計に

提供することであり、担当製品は、車の空力及び、EV製品です。

求められる能力は、“ 試験規格を具現化する力 ”であり、

私たちの仕事は試験方法の考案からスタートします。

続いて、サークル紹介。

ベテランから若手まで揃った６人サークルであり、

困ったらベテランに相談できる 風通しの良い職場風土が魅力。

サークルレベルは現在、Cゾーンで、弱点はX軸多能工育成であり、

サークル内に技術のかたよりがあります。

技術の偏りをを詳しく見ていくと、 ベテランと異動者の違いは、

“ 技術力の差 ”であり、異動者は自分の担当製品のみの評価を行って

いる状況。 リーダーとしては、新規試験に一人ひとりが単独で対応できる

プロになりたいという思いがあり、 具体的には、競争力のあるものを作る

技能が必要。 目指すサークル像は、

『メンバーの改善・具現化技術を高め、切磋琢磨できるサークル』であり、

メンバー全員の技術習得が課題です。

テーマ選定理由です。

自動車を取り巻く環境は「100年に一度の大変革期」を迎えており、

上位方針より、電動化と成長領域にシフトしていくことが急務。

私たちの担当製品は成長領域製品が主であり、

空力や燃料電池関係の試験数は増加予定です。

具体的なテーマ選定です。

困り事を上げ、マトリックス図で点数付けを行い、

重要度では、「アクティブリヤウィングの試験期間が長い」こと

緊急度では、 「試験を得意先納期に間に合わせる為休日出勤が

発生しており、技能員の負担が大きい」こと、

拡大傾向では、「今後27年までの売り上げは右肩上がり」となり、

優先順位が最も高く、この困りごとを放置すると、

成長領域へのシフトが遅れ、ライフワークバランスも整わない事から、

今回の困り事を深掘りする事にしました。
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幅広い事業領域と高い専門性を活かし、多様なニーズに応える事業を幅広く展開

〈自動車部品〉 〈エネルギー関連〉 〈その他〉

世界の自動車メーカーを支えるグローバルサプライヤー

北米

31社

中南米
7社

欧州

8 社

アフリカ

1社

アジア

71社

日本

72社

アイシン
グループ

194社※

(2024年3月31日現在)
※アイシン含む
※持分法適用会社は含まない

1. 会社紹介
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2. 部紹介 - 1

※ラボ：laboratory (ラボラトリー) ⇒ 研究所・実験室・試験場

刈谷 技術センター ラボ (試験 実験棟) 藤岡 試験場

車体製品本部
⇒ 車体系：5つの部署で構成

・車体製品企画部
・車体第1技術部
・車体第2技術部
・ボデーシステム開発部
・EVプラットフォーム開発部

全てのお客様に

安心、快適な乗り降りを！

車体製品本部 スローガン

V ラボE ラボ

Rラボ 技術センター

刈谷 技術エリア

4つの建屋から構成
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3. 部紹介 - 2

＜ 私たちの使命 ＞

製品の役割を保証 追及し
「安心」「安全」「快適」に
使用できる製品を提供する

＜ 市場に製品がでるまでの私たちの仕事 ＞ ＜ 主な試験設備 ＞

世界中の環境を模擬し ”壊れにくさ・長持ちするか” を検証

社内 開発 市場投入

社内品質検証 → ← お客様が使う

快適～   
⇒満足！

～ 信頼性評価とは ～

車体製品の信頼性評価部隊

製品の安全

機能 性能 客観的に測る
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ドア・ルーフ 関連

4. 車体製品紹介

パワースライド
ドアシステム

パワーバック
ドアシステム

サンルーフ

空力デバイス 関連

グリルシャッター

アクティブ フロントスポイラー

アクティブ リアスポイラー

スマート
ハンドル

既存品・開発品含め 約60製品を取り扱い
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◇求められる能力＝試験規格を “ 具現化する能力 ”

担当製品は、新規顧客開拓中
新規顧客は、私たちが従来実施したことのない試験を要望する！（製品要求の違い）

仕事は試験方法の考案からスタート！

◆製品の紹介 ☞ 車の空力製品 EV製品を担当

バッテリー
ヒートシンク

グリルシャッター
製品の妥当性を見極め
間違い 嘘偽りが無い

評価結果を
設計に提供する

＜ 開発における課の役割 ＞

＜ 求められる能力 ＞

5. 職場紹介
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中堅

若手
困ったらベテランに相談 !
☞ 風通しの良い職場風土

（
Ｙ

軸

）

（Ｘ軸）

AゾーンBゾーンCゾーンDゾーン

Cゾーン Cゾーン

Dゾーン Dゾーン
1

2

3

4

5

1 2 3 4 5

期初 目標 中間 期末

1

2

3

4

5
イ QC的な考え方

ロ
サークル
の運営

ハ
QC手法

多能工
育成

ホ
改善
能力

ニ

1

2

3

4

5

イ チームワーク

ハ 上司 関連
部署連携

技能向上
意欲

ホ

４Sと
ルール

会合実施
状況

職場雰囲気
良好！

多能工育成
(技術かたより)

＜ メンバー構成 ＞
◆ベテラン：2名
◆中堅:2名
◆若手:２名 計:６名

他職場から
異動

C ゾーン

＜ サークルレベル把握＞

X軸 (サークル能力) Y軸 (明るく働きがいのある職場)

X軸：2.2 Y軸：3.6

6. サークル紹介 - 1
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異動メンバーに対して、
試験を具現化する知識の習得

　　：部分的に知識有

　　：1人では実践できない

　　：1人で実践できる

　　：指導できる

【 製品知識 】 【 職場に必要な技術 】

　　：担当１製品を対応可

　　：サポート有で複数の製品を対応可

　　：職場の６割の製品を対応可

　　：職場の６割の製品を対応可内容 加藤 福永 美澤 稲垣 深澤 川村

製品の動き・構造

機能・性能

試験を具現化する知識

(機械・電気・材料等)

装置・治具

具現化技能
設備の組立て・制御

ベテラン 異動者

設備知識職場に

必要な

技術

製品知識

競争に勝てる高いスキル

・他の一歩先を行く技術

・競争力のあるものを作る技能
・人・組織能力を高めるマネジメント

スキル共通基盤能力

変革力 人間力

問題解決力

担当製品を通して
改善・具現化技術を高め、
切磋琢磨できるサークル

目指す
サークル像

新規試験に一人ひとりが
単独で対応できる
プロになりたい！

課題

弱み：X軸：ニ) 多能工育成 (技術の偏り)

職場に必要な
【 知識 】 【 技能 】

＜多能工育成の課題＞

ベテランと
異動者の間に

技術力の差がある

リ
ー
ダ
ー

想
い

＜ 目指すサークル像と’25年の課題 ＞

7. サークル紹介 - 2
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電動化 ＋ 成長領域 ⇒ 空力や燃料電池関係の試験数増加

＜自動車を取り巻く環境の変化＞
１００年に一度の大変革期

車は移動手段だけではなく、
安心、快適と価値追加が必須！

＜上位方針＞
・電動化と成長領域シフト
・開発試験情報を後工程に

タイムリーに提供

＜今後のEV職場の試験依頼動向＞

220

368

616

0

500

1000

1500

23 24 25

23年～25年の依頼試験件数
既存

開発
23年 比：３倍増

(件数)

8. テーマ選定理由 - 1 取り巻く環境と上位方針
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＜重要度 ＞ ＜緊急度 ＞ ＜拡大傾向 ＞

売り上げ：拡大傾向
アクティブウィング
試験期間が長い

納期遵守の為 ⇒休出出勤：有
技能員の休日が削られる (イライラ)

【 試験納期 遵守状況 】 【 製品別 売上予測 】

納期2 〇 〇 △ △ 〇 24〇アクティブウィング 作動耐久試験が長期化 1

60

75

0 50 (日数) 0

200

’24 ’25 ’26 ’27

売上

(億円)

空力 温調

220
95

【 製品別 試験期間 】

納期

アクティブ
ウィング
グリル

シャッター

作成日：3/11
作成者：川村

作成日：3/8
作成者：川村

1. 成長領域シフトに遅れが出る 2. ライフワークバランス乱れ放置

9. テーマ選定理由 - 2

104



発表者名（フリガナ）カワムラ タクミ

川村　拓未

困りごとの詳細です。

アクティブリヤウィング作動耐久試験の期間は、

あるべき期間と実情の間に２８日間の遅れがあり、

遅れの大部分は「２６日間の一時停止」であることが判明。

作動耐久試験のフローを分解していくと、

耐久①、③のプロセスで停止が発生しており、

この２つのプロセスの特徴は「砂水の散布工程」があることです。

あるべき姿は、24時間稼働ですが、現状砂水の散布は

手作業で行っている為、夜間は作業ができず、停止させています。

私たちは、夜間の停止を回避するために「砂水自動散布機」を過去に

製作しましたが、設備がすぐに停まってしまうという理由で、

使っていませんでした。 そこで、自動散布機を使いたくなるように、

サークルで改善してみることにしました。

該当のアイシングループウエイを「個を高めて、夢広げる」とし、

テーマランクマップは、難易度、期待効果共に高く、

成長領域製品の納期短縮につながることで上位方針にマッチし、

サークルに必要な技術も身につくので、 本テーマに取り組むことにしました。

アクティブリヤウィングの製品紹介です。

製品の機能は、

走行中、車両後方の気流を整えて、燃費向上させることです。

動画にありますように車両後ろ側のウィングが稼働します。

そして、複合作動耐久試験は、

融雪剤やほこりなど、市場の過酷な環境に対する耐久性テストです。

現状把握です。

複合作動耐久試験では１２時間ごとに砂水を散布し、

試験中合計で２８回の砂水散布を行います。

砂水散布機の頻発停止は、表の×マークのタイミングで発生しており、

合計10回の 砂水散布異常が発生しています。

砂水散布装置を詳しく見ていきます。

「原理」は、エアーで砂水を散布することで、

「原則」は、定期・定量及び砂水の濃度を守って散布することです。

今回の頻発停止は、３つの原則のうち、

散布時期に異常が出ており、 定期的に砂水が散布できていません。

次に、砂水散布の流れです。

砂水は、A・B ２系統の動きで散布しており、

系統Aで定量の砂水をサブタンクに送り込み、

系統Bでサブタンクから製品に砂水を散布する という流れです。

異常内容の詳細です。

異常内訳は全て、砂水が出ないという現象で、

異常が起きている場所は10回中９回がバルブであり、

ほぼ、バルブ①の入り口部で異常が発生。

該当部分の拡大写真を確認すると、入り口部に茶色い砂水が詰まっており、

現状把握では、

バルブ①の入り口部で、砂水詰まりが頻発停止の原因だと判明

目標設定です。サークル目標は、バルブ①の砂水詰まりを無くすことです。

それにより、短縮できる試験日数は２６日間であり、

あるべき姿の５９日に近づきます。

サークルレベルは、X軸の多能工育成をUPし、Cゾーン上部を目指します。

活動での重点育成対象を異動してきたメンバーに設定し、

サークル活動での勉強会や、改善活動でレベルアップし、

専門能力の高いプロ集団を目指します！
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26

試験 試験中 試験 段取

試験 測定 停止 一時的に停止

停止 輸送

一時的に
26日間
停止

59
87

40 90

G試験

A試験

H試験

J試験

作動耐久試験

現状での試験日数 あるべき姿の試験日数

28日間 遅れ

※作動耐久試験日数のあるべき姿
⇒ 物理的な最短日数と定義

April 21, 2026

アクティブリアウィング製品 試験日数
「あるべき姿」と「現状」との比較

※試験日数が長い試験上位5位

作動耐久試験
現時点での作業内容内訳

作成日：3/18
期間：直近3か月
作成者：川村

作成日：3/25
期間：直近3か月
作成者：川村
n=87日間

10. テーマ選定理由 - 3
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＜ 作動耐久試験フロー ＞
試験前
測定 耐久 ① 輸送

耐久
②

輸送 耐久 ③
試験後
測定

＜ 砂水 散布周期：12H毎 ＞

-50

0

50

100

0 2 4 6 8 1012141618202224262830323436384042444648

温度(℃)

時間

あるべき姿

-50

0

50

100

0 2 4 6 8 1012141618202224262830323436384042444648

温度(℃)

時間

一時
停止

一時
停止

一
時
停
止

稼働中 稼働中

現状の姿

有 有無砂水散布

自動散布機を使いたいけど   
あの設備、すぐ停まるよね。

休出は嫌!
子供と遊びたい!

サークル活動で
取り上げよう！

稼働中

: 散布タイミング

手作業散布
⇒夜間停止

稼働中 稼働中 稼働中 稼

11. テーマ選定理由 - 4

/ © AISIN CORPORATION All Rights Reserved.㈱アイシン 13/2April 21, 2026

推進者

身近なムダを省いて、
働きやすい職場に
変えていこう！

技術を身につけ
カッコいい

技術者になろう！
アドバイザー

（※活動計画・実績表記載の 目指すサークル像に向けて、何をねらいとして今回の活動を進めたいかを記入）

テーマランクMAPの

プロット位置となった理由

(推進者記入)

活動を通じサークル

成長に対するねらい

設備の改善を行うことで、
サークルに必要な技術が身につく

成長領域製品試験の納期短縮につながる

活動を通じて
サークル成長に

対する狙い

テーマランクMAPの
プロット位置と

なった理由
(推進者記入)

みずから動き、変えていく！ 個を高めて、夢ひろげる！✓ 先んじて、未来を創る！

「安全と健康」、「品質至上」はすべての基盤　　　　※常に意識

『ＱＣサークル活動メンバー宣言書』で選択したＱＣサ－クル活動の中で大切にしたいアイシングループウェイ　　（✓を付けてください）

アクティブリアウィング製品の

作動耐久試験における 頻発停止低減による
一時停止期間 「ゼロ」 への挑戦！

個を高めて、夢ひろげる！

12. テーマ選定理由 - 5
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F
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◆製品の動き ◆複合作動耐久試験とは？

過酷な市場環境下での耐久性をテスト

気流が車体を
引く力

車両後方の
気流

整

ウィング有 ◆製品の効果

乱

ウィング無

ほこり

融雪剤
(塩)

効果
気流
流れ

ウィング

ー大無

燃費
良

小有
F

13. アクティブリアウィングとは
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＜ 砂水散布 ＞
●2回/1日 (12時間 間隔)
●2回/日×14日間 ＝ 28回/耐久①

10

0
0

5

10

15

ダスト散布異常 恒温槽異常

(回数)

異常の種類 内訳

低温 常温 高温 常温

7:00 19:00 7:00

砂水散布作業：1日の作業サイクル

1回目 2回目

12時間 間隔散布
散布

砂水

日数

散布回数 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目 9回目 10回目 11回目 12回目 13回目 14回目

① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ②

19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00

〇/× 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 ×

NG_回数 1 2 3 4
日数

散布回数 15回目 16回目 17回目 18回目 19回目 20回目 21回目 22回目 23回目 24回目 25回目 26回目 27回目 28回目

① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ②

19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00

〇/× × 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 × 〇

NG_回数 5 6 7 8 9 10

散布時間

12日目 13日目 14日目

散布時間

6日目 7日目

8日目 9日目 10日目 11日目

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目

チェックシートにて頻発停止 有 無の状況

14. 現状把握 - 1 耐久①にて

砂水散布ポイント
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エアーで
砂水を散布する

①. 定期的に
②. 定量で
③. 一定濃度の

砂水を散布する

④

①

②

⑤

エアー バルブ

タンク バルブ

バルブ

サブタンク

バルブ

定期的に砂水が
散布できていない

【 原理 】

【 原則 】

砂水散布装置 砂水散布異常とは

① 時期

15. 現状把握 - 2
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④

①

②

⑤

④

①

②

⑤

系統の流れ

＜ 系統：A ＞
◆タンクから 砂水10mlを送る

＜ 系統：B ＞
◆サブタンクから製品に10ml散布

：エアーの流れ経路

：砂水の流れ経路

16. 現状把握 - 3 砂水を製品に散布する流れ
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0

9

1
0

5

10

ソレノイドバルブ ホース部

(回数)

場所別異常回数の内訳

April 21, 2026

10

異常内容の内訳

9

1
0

5

10

ソレノイドバルブ②入口部 分岐部

(回数)

部位別異常回数の内訳

相 違画 像内 視 鏡

穴内
光沢無

詰まり
なし

砂反射で
砂面光沢

詰まり
あり

＜ わかった事 ＞

頻発停止 発生原因

バルブ①の
入口部に砂水が
詰まっている

17. 現状把握 - 4
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（
Ｙ

軸

）

（Ｘ軸）

AゾーンBゾーンCゾーンDゾーン

Cゾーン Cゾーン

Dゾーン Dゾーン
1

2

3

4

5

1 2 3 4 5

期初 目標 中間 期末

1

2

3

4

5

イ チームワーク

ロ

ハ 上司 関連
部署連携

技能向上
意欲

ホ

４Sと
ルール

会合実施
状況

ニ

ニ

1

2

3

4

5

イ QC的な考え方

ロ
サークル
の運営

ハ QC手法
多能工
育成

ホ
改善
能力

ニ

9

0
0

2

4

6

8

10

3月 10月

(回数)

59

61

87

50 60 70 80 90

あるべき姿

10月 (目標)

3月

設定目標の

根拠

 電動化と成長領域へシフト移行に伴い、

試験数増加で得意先納期に間に合わない

26日間
短縮

C ゾーン
上部

成長目標に掲げ
↓

勉強会で向上

サークル活動
↓

改善活動で向上

ゼロ化
X軸:サークル能力

Y軸 3.6
Y軸:明るい職場

X軸:0.2UP ⇒ 2.4

短縮日数 ⇒ 26日間

専門能力の高いプロ集団を目指す!

＜ 向上手段 ＞技能：
知識：

内容 深澤 川村

製品の動き・構造

機能・性能

試験を具現化する知識

 機械・電気・材料等

装置・治具

具現化技能
設備の組立て・制御

職場に

必要な

技術

設備知識

X軸：二) 多能工育成　【 重点育成対象者 】 異動者
目標

製品知識

深澤・川村

バルブ①砂水詰まり 作動耐久試験 作業別 サークルレベル

レベルゾーン

18. 目標の設定



発表者名（フリガナ）カワムラ タクミ

川村　拓未

散布機の問題部分だけを抜きだした検証モデルを作成し実施。

検証モデルのホースに、バルブ上部の残留量である4mlの砂水を入れ、

砂だけが沈殿するかを実験。

ホース内では時間経過とともに、砂だけが下に沈殿していく様子が

観察できました。

約12時間後には砂は完全に沈殿しており、検証結果は “〇” です。

バルブ内には、砂水の砂だけが入り込み詰まりが発生。

対策を検討していきます。

対策型 系統図を用いて、ホース内の水を逆流させて抜く案を考え、

普段使用している、エアーダスターの清掃方法を参考にし、

砂水逆流専用の「バルブ」・「ホース」・「電気制御」を

設備に追加することにしました。

ベテランメンバーの協力のもと、 重点育成対象者で改善を実施。

ベテランメンバーは、改善を実施する前に「改善具現化技術の４ステップ」を

教えてくれました。

【STEP1】 原理原則に沿って、改善の目的を整理。

今回だと、バルブ上部に砂水を残さないように清掃することが目的です。

【STEP２】 目的達成に必要な知識習得のために、エアーダスターの構造

勉強をしました。

【STEP３】 対策の机上検討を行い、構想をまとめます。

【STEP４】 構想を設備に盛り込み具現化していきます。

[ベテランさんはこんな思考をしているんだ！」と、驚きがあり、

今回、勉強できて良かったと思います！

対策の実施です。問題のメカニズムは、

「バルブ上部ホースに砂水が残り、砂のみ沈殿、砂がバルブに入り込み、バ

ルブが詰まる」という現象なので、

問題の起点となる「砂水残り」を対策します。

具体的には、従来の系統「A」・「B」の後に、ホースに残った砂水を逆流させ

てタンクに戻す、系統「C」を追加しています。

名付けて、「楽々お掃除機能」 の追加です。

対策の効果確認です。

結果は、

バルブ詰まり９回中、２回しか減らないという 残念な結果に・・・

もう一度、要因解析に戻り検討していましたが、

私たちはバルブの構造をよく知らないことに気づき、

保全部署に協力依頼をして、バルブの勉強会を実施

勉強会では、

バルブ内部で電磁式シリンダーが稼働していることが分かり、

バルブが動くことで流路を開閉し、水を流したり止めたりしています。

勉強会後の要因解析では、

「バルブ内部の流路で、砂水が分離し、流路内に“砂のみ”が詰まっている

のではないか？」 という重要要因を導きました。

活動計画です。

計画には、サークルレベルの向上アイテムも盛り込んで活動を進めました。

要因解析です。

特性要因図を使い、要因の絞り込みを実施。

特定した重要要因は、

「バルブの上部ホースに残った砂水が分離し、

砂だけが自重で下に垂れる」としました。

ここから検証に入ります。

砂水散布後にバルブ①の上部ホースを確認すると、

確かに砂水が残留しています。

検証内容は、

バルブ上部のホースに残った砂水の砂だけが沈殿し、

バルブが詰まるかどうかを確認します。
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計画：　　　　実績：

区分 ステップ リーダー サブ ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 QC手法又は考え方(方法)

 テーマ選定理由 川村 加藤 円グラフ・縦/横棒グラフ

 現状把握 川村 加藤 5ゲン・円グラフ・縦棒グラフ

 目標の設定 深澤 加藤 円グラフ・縦棒グラフ

 活動計画 稲垣 福永 ガントチャート

 要因解析/検証 稲垣 福永 特性要因図・3現

 対策検討 川村・深澤 美澤 系統マトリックス図

D  対策 川村・深澤 美澤 重点育成対象をターゲット

C  効果の確認 深澤 美澤 円グラフ・縦/横棒グラフ

 標準化/管理の定着 深澤 加藤 5W1H

 反省と今後の進め方 川村 加藤 次回の課題出し

 製品知識_勉強会　※1 X-ニ) ワントポイントアップ

ソレノイドバルブ_勉強会 バルブ構造の理解

※１：EV製品担当者が各製品の機能・構造説明 ◆川村：ヒートシンク　◆深澤：側面温調器　◆稲垣：グリルシャッター

◆美澤：アクティブリアウィング　◆福永：バンパー　◆加藤：充電リット

P

A

サークル

レベル向上

各製品 担当

技術部保全

3/29 完

4/24 完

5/10 完

5/24 完

8/8 完

11/8 完

11/22 完

7/25 完 10/20 完

7/29 完

9/3 完

9/30 完

10/30 完

重点育成対象者が
専門知識向上が図れる
ステップのリーダーへ

サークルの成長項目
⇒ 計画表へ盛込み実施

19. 活動計画
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１. 上部ホースに残った砂水が分離し
砂だけが自重で下に垂れる

重 要 要 因

20. 要因解析 特性：バルブ①の入口部で砂水が詰まっている
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検証内容仮説重要要因

ホース上部の砂水から
砂だけが沈殿しバルブに

入り込み詰まるか？

砂だけがバルブに
入り込むことで
バルブが詰まる

バルブ上部に残った砂水から
砂だけ自重で下に垂れる

④

①

②
⑤

ホース内
⇒ 砂水:4ml 残留

砂だけ下に
垂れる?

21. 検証 - 1 重要要因1：バルブ上部に残った砂水から砂だけが自重で下に垂れる
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散布 直後

砂水

12時間 後

水

検証
結果

〇

時間

分離

ml

砂
水
の
分
離
経
過

0分 12時間5時間301時間3010分 20分 30分 40分

4.0 3.4 2.7 1.92.3 1.1 0.7 0.6

12時間後
0.6mlの
砂が残る

砂と水の
分離境界

自重で砂だけが沈殿
するために

バルブ内部に詰まる

真 因

砂が沈殿

残留量：4ml

22. 検証 - 2 重要要因1：バルブ上部に残った砂水から砂だけが自重で下に垂れる
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新規装置考案プロの協力を取り付けに成功！

エアーガンと同じ
作業をすると詰まりが

とれるかも   !?
ホース内の砂水を逆流させる

逆流専用の
バルブ・ホース・電気制御追加

装置考案のプロに
具現化の

イ ロ ハを学び
対策改善の実施！

April 21, 2026

＜ エアーガンでの手動_逆流方法 ＞砂だけ沈殿しないようにする

ホース内の砂水を逆流させる

23. 対策検討 重要要因1：バルブ上部に残った砂水から砂だけが自重で下に垂れる
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＜ 改善の具現化技術 4ステップ ＞

＜ 3. 構想 ＞（机上検討）
◆エアダスター構造を設備に転用

＜ 1. 目的 ＞
◆バルブ上部ホースに砂水を残さないように

清掃 (原理・原則の理解)

＜ 2. 目的達成に必要な知識の習得 ＞
◆エアダスターの構造理解

＜ 4. 構想の具現化 ＞
◆実物の設備に構想を追加

系統:C
(エアー・バルブ⑥)

April 21, 2026

美澤さんの頭の中って凄いわ! 楽しくて勉強になるよ!

24. 対策 - 1 具現化技術の4ステップ
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系統：A 系統：B

④

①

②
⑤

⑥

系統：C
（対策追加)

2. 砂が沈殿 3. バルブに砂が入る 4. バルブ入口つまる

A A視

④

①

②
⑤

④

①

②
⑤

追加回路
黄部

April 21, 2026

詰まり面
光沢感

問題の起点 ☞ ［ 1. 砂水が残る ］を潰す

〈 楽々 ”お掃除”機能 〉

＜ 問題点のメカニズムと対策ポイント＞

＜ 砂水散布の系統順番＞
砂水を送る 製品に砂水散布

25. 対策 - 2 お掃除(逆流防止)機能の追加
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1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目 9回目 10回目 11回目 12回目 13回目 14回目

① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ②

19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00

〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

1 2 3

15回目 16回目 17回目 18回目 19回目 20回目 21回目 22回目 23回目 24回目 25回目 26回目 27回目 28回目

① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ②

19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00

× 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇

4 5 6 7

14日目日数

散布回数

散布時間

〇×

NG_累計回数

8日目 9日目 10日目 11日目 12日目 13日目

NG_累計回数

〇×

散布回数

散布時間

6日目 7日目日数 1日目 2日目 3日目 4日目 5日目

耐久① 14日間：28回散布にて対策効果の見極め

9
7

0

5

10

3月 対策後

(回数)
バルブ① 砂水詰まり

もう一度、要因解析から要因の洗い出し   

これ以上、ムリ!
要因が出ないよ!! 

バルブ内部の構造??
皆で構造を

理解しようと提案!

頻発停止ゼロ向けて
協力お願いします!

保全 部署

2回減 効果がない (T_T)

26. 対策後の効果確認
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再1. 砂水が分離し水だけ流れ
バルブの流路に砂が詰まる

再 重 要 要 因

バルブ内部には、空間があり
シリンダーが動く流路がある

＜ 勉強会でわかった事 ＞＜ 保全による構造勉強会 ＞

＜ 再度要因解析 ＞
上下に動く

電磁式
シリンダー

空間

27. 構造勉強会・再要因解析



発表者名（フリガナ）カワムラ タクミ

川村　拓未

標準化と管理の定着については、

バルブの向きを常に確認できるように設備点検表を更新

加えて、部内での全体MTGを利用して、今回の改善事例を展開共有。

今後として、砂水の「定量」及び「濃度」についても保証できるように

課題認識し、活動していきます。

最後に、活動の振り返りです。

一番良かった点は、困りごとを解決できたことです。

手動散布の手間を省くことができ、休日出勤の排除で、

ライフワークバランス向上！頻発停止もなくなり、他業務に集中できるように

なりました。 反省は、1度目の対策では効果が出ず、再度要因解析を

実施した点です。

そこで、今後の活動としては、重点は「5ゲン確認の習慣付け」と、

「定量、および濃度の保証管理方法の検討」を進めていきたいです。

アイシングループウェイの

“ 個を高めて夢広げる ”を意識し

今回のサークル活動では、競争力のある物を作る！

高い専門技能を持ったサークルに、近づけたと思います！

再検証です。

内容は、バルブ上部ホースに砂水が無くても流路が詰まるかどうかを実験。

再び、検証モデルを製作し、砂水を注入。放置検証を開始。

バルブは、１２・２４・３６時間後では正常作動していたが、

４８時間後にて作動させても砂水が出てきませんでした。

「 詰まりが発生 」です！

ベテランの指導の下、NG品を分解

バルブの中には、たくさんの砂が入り込んでいました。

シリンダーを作動させる荷重は新品時「1.5Ｎ」であったのに対し、

砂が入り込んだ検証品は、「7Ｎ」に増加。

本来砂水が入り込む場所ではない、0.21ｍｍの隙間に砂が入り込み、

シリンダーの作動抵抗が上がっていました。

サークルで、水の流れを利用している物をいろいろと思い浮かべながら

再度対策を検討。

バルブ①は設備内で横向きに配置されています。

水は高い場所から低い場所に流れるという原理を持っていることから、

バルブが 「横向きに配置」 されていると、

バルブ内に、シリンダー部を含めた流路ができていることに気づきました。

再対策の実施。

対策前は、「横向き」であったバルブの姿勢を変え、「縦向き」に変更。

これで頻発停止、“ゼロ“になってほしいです！！

再対策後の効果確認では、バルブ詰まりは“ゼロ”になり、

サークル内には、「できた！！」という喜びが広がりました！

加えて、品質確認の為、ダスト散布量の測定を行い、

散布量は２８回すべて規定量を満足。

試験依頼部署との確認含め、問題なし。

全体の効果確認です。 バルブ詰まりは“０回”になり、目標達成！

これで耐久中の一時停止もなくなり、 試験期間を２６日短縮！

あるべき姿に向けて残すところ、あと２日です。

無形効果として、サークルレベルはCゾーン上部に到達しました。

詳細はX軸の多能工育成と、Y軸の２項目がUP。

重点育成対象者についてもスキルアップし、

課題であった技術のかたよりが少し解消。
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検証内容仮説重要要因

ホース内の砂水残留量で
バルブ流路が詰まるか？

バルブ内流路が砂で詰まる
バルブ内部で砂水が分離し、

砂でバルブが詰まる

日目

時間

回数

過程
写真

砂水
状態

2 回目1 回目 3 回目 4 回目

０分 12時間 24時間 36時間 48時間散布直後 散布直後 ～ 間

ー ー ーー

濃い茶
柔軟な
固形物
垂れ

薄い茶
砂水
垂れ

水垂れ 砂 水
出ない

泥み状

1 日目 2 日目 3 日目

28. 再検証 - 1 再1：砂水が分離し水だけが流れバルブ内部の流路に砂が詰まる
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1. やってみせ 2. やらせてみる

＜ NG品の分解作業 ＞

電磁力 ＜ 摺動抵抗

7.0Nの摺動抵抗
※新品1.5N

片側：0.21mmの隙間

ピン内部の隙間に
砂水が流れ込み

砂が固着し続けた

真 因

29. 再検証 - 2 重要要因 再1：砂が分離し水だけ流れ流路に砂が詰まる
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水流れの特性からすると
“縦” 向きなら砂水は
侵入しないはず   !?

日常生活で
液体の流れる
モノは何が
ある??

液体は
高い所から

低い所へ流れる
特性だね!

砂水の侵入

横向き ⇒ 縦 向き へ

高い位置 (タンク側)

低い位置 (散布側)

＜ バルブ内の水流れ ＞

30. 再対策検討
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April 21, 2026

④

①

②

⑤

⑥

＜ 対策実施内容＞

対策 前 再対策 後

これで頻発停止
ゼロに

なるかなぁ   

経路図 経路図

31. 再対策
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1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目 9回目 10回目 11回目 12回目 13回目 14回目

① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ②

19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

15回目 16回目 17回目 18回目 19回目 20回目 21回目 22回目 23回目 24回目 25回目 26回目 27回目 28回目

① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ②

19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00 19:00 7:00

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12日目 13日目 14日目

散布回数

散布時間

〇×

日数 8日目 9日目 10日目 11日目

6日目 7日目

散布回数

散布時間

〇×

日数 1日目 2日目 3日目 4日目 5日目

9
7

0
0

5

10

3月 対策後 再対策後

(回数)

バルブ① 砂水詰まり

9.5

10

10.5

11

11.5

12

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

(ml)

(回数)

April 21, 2026

設計部署の
確認/承認済み

砂水散布風景

規定量 散布 ⇒ OK

僕たちでも
やればできる！

平均

10.5ml

品質保証 ＜ 散布量確認 ＞
28回分の散布量推移

耐久①
28回分実施

規格
10～12ml

良品範囲

32. 再対策後の効果確認
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1

2

3

4

5

ハ 上司 関連
部署連携

会合実施
状況

目標期初 期末中間

1

2

3

4

5

イ QC的な考え方

ロ
サークル
の運営

ハ QC手法
多能工
育成

ホ
改善
能力

イ チームワーク

ロ

技能向上
意欲

ホ

４Sと
ルール

ニニ

（
Ｙ

軸

）

（Ｘ軸）

AゾーンBゾーンCゾーンDゾーン

Cゾーン Cゾーン

Dゾーン Dゾーン
1

2

3

4

5

1 2 3 4 5

期初 目標 中間 期末

9

0
0

5

10

3月 10月末

(回数)

26
59

61
87

50 60 70 80 90

あるべき姿

10月 (目標)

3月

26日間の短縮に成功!!砂詰まり “0回” 継続中!

目標達成!

C ゾーン
上部

全項目：1ポイントUP! 

＜ 無形効果 ＞

レベルゾーン X軸 (0.2UP) Y軸 (0.4UP)
X軸 2.4 Y軸 4.0 内容 深澤 川村

製品の動き・構造

機能・性能

試験を具現化する知識

 機械・電気・材料等

装置・治具

具現化技能
設備の組立て・制御

製品知識

職場に

必要な

技術

設備知識

X軸二) 多能工育成

技能：
知識：

0

10月

バルブ①砂水詰まり 作動耐久試験 作業内訳

3月 11月
作動耐久試験日数 あるべき姿との比較

※14日間 (28回散布)

33. 効果確認
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どのように誰がどこでいつ何をなぜ区分項目

設備点検表に項目追記
設備

責任者
執務席11/2

ボルトアイ
マークズレ確認

砂水流れ込み防止標準化

バ
ル
ブ
①

縦
向
き
固
定

使用者説明とOJT教育↑使用場所11/12ズレ確認方法未実施防止

周知徹底 アイマークを
目視確認し印付け

使用者使用場所
使用時
初日

ズレ確認流れ込み防止

点検と使い方
実演

職長現場
課

MTG
設備点検
使い方

他製品の手
作業廃止検討

他係への
情報共有

実施した証確認↑使用場所1/Wズレ確認流れ込み防止維持管理

保 証改 善 後改 善 前原 則

バルブの向き確認 (今回)設備 → バルブの向き変更人対応 → 定期散布定期

定量バルブ → 検討中設備 → エアー解放時間で調整人対応 → 注射器目盛り定量

リフラクトメータ
(新規計測器) → 検討中

設備 → 自動散布装置で対応人対応 → 手動撹拌定濃度

＜ 自動での散布可能よる原則の保証について ＞ 定量バルブ
リフラクトメータ

課題
認識

34. 標準化と管理の定着
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振り返り内容区分
◆メンバーの困り事(頻発停止)解決できた点
⇒◇手動散布の手間(休日出勤)排除で、

家庭と業務との両立が上手く成立 (ライフワークバランス向上)

◇頻発停止が無くなり、他業務(試験)にどっぷりと集中可能
（砂水自動散布機は得意先から導入要望有）

良かった点

◆サークル面：具現化の４STEPを理解
⇒技能向上意欲UP

◆技術面：検証内容
⇒数値化と簡単なモデル化し実験

◆手法：対策効果が出ず再度、要因解析のステップに戻り重要要因/真因を導いた点
◆標準化：砂水散布量管理方法を決めたことが無かった

反省点

1_ 機械部品の原理知識不足による要因の洗い出し、絞り込みが不十分 (弱点：浮き彫り)

2_ 砂水散布量管理ができていない（弱点：保証・管理の知識不足）
残存の
問題点

1_ 機械部品の原理・原則の理解と要因解析進め方の習得
2_ 定量と砂水濃度を保証 管理するための方法作り上げ

今後の
課題

1_ 1. サークル活動や日常業務での5ゲンの習慣付け
2. 要因解析の知識/理解力向上 ☞ 身近な題材での楽しい解析勉強会の開催

2_ 得意先交流会等利用して、情報収集し定量と濃度管理の品質保証・管理方法の検討

今後の
進め方

April 21, 2026

35. 活動の振り返り
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ご清聴、ありがとうございました。

砂水散布機


